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ちがう血液型がまじると、血液がかたまったり、血液 

がこわれて、おそろしい結果になることが多いのさ。 

血液型がちがうものを輸血すると、どうなるの 

 交通じこなどで、大量の血が出ると、体内の血液量が少なくなりすぎて、ほかの

人の血をもらって体内に入れないと（輸血という）、助からないことがあります。

 こんなとき、まちがって、ちがう血液型の人の血を輸血したりすると、血液がか

たまって血管がつまったり、全身に急激な病気の状態が起こり、死んでしまうこと

も多いのです。 

 人間の血液は、
エービーオー

ＡＢＯ式という分類法で、
エー

Ａ型、
ビー

Ｂ型、
オー

Ｏ型、
エービー

ＡＢ型の４つに大

きく分けることができます（実際には、ちがう分類のし方もたくさんあり、血液は、

４０種類ぐらいの型に分けられるといわれています）。 

 ふつう、同じ血液型どうしでないかぎり、まぜると血液はかたまってしまうため、

輸血には、同じ血液型であることが大切になってくるのです。 

 

■ちがう血液型の血液をまぜると、赤血球などがこわされる  

 血液は、かたまらなくする薬をまぜて置いておくと、血しょうというとう明な液

と、下にしずむ血球というもの（赤血球、白血球、血小板などの集まり）に分かれ

てきます。 

 Ａ型の血液にＢ型の血液をまぜると、Ａ型の血液の血しょうと、Ｂ型の血液の赤

血球が反応して、血球がくっつき合ってかたまりをつくります。すると、ふつうは

血液中に散らばっている赤血球、白血球、血小板などの血液の成分が、かたまりを

つくってしまうため、赤血球がこわれたり、かたまったりして、はげしい病気のよ

うな状態が、全身に出るのです。 

 

 

自分の血液型が何型なのか 

知っていないとこわいなあ。 


